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　本年７月１日、山陰本線和田山八鹿間の開通から１００

年を迎えることを記念し、開設１００周年記念行事（主

催／八鹿町中心市街地活性化推進連絡協議会）が行わ

れました。

　６月２９日、八鹿駅開設１００周年記念式典がＪＲ八鹿

駅で開催され、市民をはじめ関係者が出席して節目の

年を祝いました。式典では、１日駅長に駅前区長の小

橋忠宏さんが任命され、特急列車に乗降する利用者へ

記念品などを配り、ＪＲの利用促進を呼びかけました。

小橋さんは「多くの人や材木を輸送するなど賑やか

だった当時の駅が懐かしい。今後も駅前の街並みを残

していきたい」と話しました。

　また、６月２８日から７月２１日にかけて、ショッピ

ングタウンペア内のやぶ市民活動センターで開催され

ている鉄道展では、鉄道愛好家から提供を受けた列車

のヘッドマークやプレートなどのほか、昭和初期の列

車の写真などが展示され、多くの鉄道ファンらがつめ

かけました。
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